
さいたま市
埼玉版スーパー・シティプロジェクトエントリーシート

スマートシティさいたまモデルの推進

概
要

「公民＋学」の連携・協力のもと、デジタル技術やデータを活用し、住民等が抱える社会課題の解決や脱炭素化の
推進を図るスマートシティさいたまモデルを構築し、美園地区の定住・交流・関係人口の増加に繋げる。

課
題

・さいたま市の人口の将来的な減少 ・地域コミュニティの形成
・「超高齢社会」への突入と「生産年齢人口」の減少による経済規模の縮小への危惧
・持続可能な成長・発展できるまちづくりの推進

コンセプト（目的） 目標時期 検討したい取組（施策）
民間企業等の

協力を得たい分野・内容

コ
ン
パ
ク
ト

アーバンデザインセンターみそ
のを拠点としたエリアマネジメ
ントを地域コミュニティを形成し
ながら推進

短期
（３年）

・美園タウンマネジメント協会によるコミュニティイベ
ントを実施等、エリアマネジメントを展開

モビリティ、健康、エネルギー、コ
ミュニティ、データの5分野の知見

ス
マ
ー
ト

デジタル技術等を活用した生
活支援サービスの提供

短期
（３年）

・地域課題の解決、住民の生活の質の向上が見込
めるデジタル技術等活用型民間サービスの公
募・支援

デジタル技術等を活用し、定住
人口、交流人口又は関係人口の
増加、生活の質の向上等を目指
す事業

レ
ジ
リ
エ
ン
ト

スマートホーム・コミュニティ街
区認証制度
さいたま市脱炭素先行地域事
業における脱炭素街区形成

長期
（１０
年）

・「スマートホーム・コミュニティ」モデル街区整備の
更なる横展開を図るべく市が認証し、その取組を
支援することで、レジリエンス性の確保及び住民
同士のコミュニティ形成に資するスマートホーム・
コミュニティ街区の普及に寄与
・脱炭素先行地域事業の一環として、新築戸建て
住宅のZEH化を必須とした上で、太陽光発電設備
及び蓄電池を全戸に設置し、電力の自家消費を
必須とした脱炭素街区の形成を民主体で行う。

事業参画

美園地区



美園地区
（アーバンデザインセンターみその）

「埼玉スタジアム２○○２」などの地
域資源を生かしながら、“スポーツ、
健康、環境・エネルギーを軸に先端
的なライフスタイルを創造する副都
心地区”の形成を目指す。

美園地区

https://www.sci-japan.or.jp/vc-files/member/secure/speakers/20210305mini.pdf

将来都市構造図
さいたま市都市計画マスタープラン



スマートホーム・コミュニティ

https://www.city.saitama.jp/001/010/015/
010/003/p045624.html

＜美園地区の特徴＞
〇2001年に土地区画整理事業が認可され市街地形成が
開始した“新しいまち”
〇市内でも高い人口増加率

美園地区を目指す理想都市の縮図へ

浦和美園駅周辺（航空写真：2020年６月）



（H29.4、みその都市デザイン協議会）

基本理念

みその都市デザイン方針：美園地区が目指すべき都市デザインの方向性



美園地区の概要

みそのウイングシティ関連簡易年表

美園地区（埼玉高速鉄道線「浦和美園駅」周辺）
・さいたま市の南東部の郊外、東京都心から25㎞圏内に位置しています。
・埼玉高速鉄道線「浦和美園駅」を中心に、大規模な都市開発が進むエリアです。
・同駅や2002FIFAワールドカップに向け開場した埼玉スタジアム2○○2を 囲みながら、総面積約320ha 計画人口約32,000人の土地区画整理事業
  （区域愛称：みそのウイングシティ）を核とした新たな都市拠点づくりが進行中です。
・さいたま市総合振興計画において、4つの｢副都心｣の１つに位置付けされています。
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